



















The Accession and Use of Modern Cultural Archives at Local Areas: 
A Case of Japanese Modern Dance and MANGA
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7 ─ The Belgian Comic Strip 
Center-Museum Brussels,Conservation 
of  original works, Belgian Comic 



















































































































































































文学アーカイブズ 現代舞踊アーカイブズ フィルムアーカイブズ まんがアーカイブズ






























































































2000年の項目 記述内容 2011年の項目 記述内容
作者 横尾忠則 公演名 暗黒舞踊派提携記念公演
題名  〈バラ色ダンス〉ポスター 上演日 NOV 27_28 ,1965
制作年 1965  ［公演］ 作品名 バラ色ダンス─A LA MAISON DE M. CIVE_WA
サイズ 105×75（cm）  ［公演］ 出演者 土方巽、大野一雄、大野慶人
   石井満隆、笠井叡、玉野黄市ほか
技法・材質 シルクスクリーン・紙  ［公演］ 制作関係者 土方巽（作・演出・振付）、加納光於（美術）、中西夏之（美術）
   田中不二夫（美術）、赤瀬川原平（美術）、小杉武久（音楽）
   刀根康尚（音楽）、横尾忠則（ポスター）
関係作品  〈バラ色ダンス：  ［公演］ 開催地 千日谷公会堂（信濃町）
 A LA MASION DE M. CIVECAWA〉
関係公演  《暗黒舞踊派提携公演：  ［資料］ URI RCA_TH_EP7
 ガルメラ商会謹製》
上映日 1965年11月27日28日  ［資料］ 制作関係者 横尾忠則
上映場所 千日谷公会堂  ［資料］ 寸法 105. 0×75.0
出演者 土方巽、大野一雄、大野慶人、  ［資料］ 種別 poster
 石井満隆、笠井叡
演出者 土方巽 － －
振付け 土方巽 － －




Series01 :  Series02 :  Series01 : Series02 : Series03 : Series04 : Series05 :
1958 -1973 1974 -1987 単行書 単行書 記事 雑誌 雑誌 記事 新聞記事




























































































土方巽アーカイヴ 記述内容 大野一雄舞踏研究所 記述内容
ID HIJ/HIJ-B1 資料 ID pos-1981 -001
Subcategories Seires02 :1974 -1987 ─ ─
ItemNo. 111 ─ ─
［公演］ 公演名 大野一雄舞踏公演 資料名 公演ポスター わたしのお母さん1981
［公演］ 公演日時 JAN 22_25 , 1981 日時 1981 .01 .23 -25
［公演］ 作品名 わたしのお母さん ─ ─
［公演］ 出演者 大野一雄 ─ ─
［公演］ 作成関係者 土方巽（演出）、大野慶人（制作） ─ ─
［公演］ 開催地 第一生命ビル 場所 第一生命ビル
［資料］ 制作関係者 ─ 制作データ 写真：細野英公　題字：大野一雄自筆
［資料］ URI RCA_TH_EP67 ─ ─
［資料］ 寸法 ─ サイズ B全
［資料］ 種別 poster ─ ─
─ ─ 画像データ （リンクデータのサイズ）
─ ─ 備考 ─
─ ─ 解説（詳細記述のみ） 土方巽演出、大野一雄のソロ作品、
    「わたしのお母さん」初演ポスター。
   作品は3日間にわたり上演された。
   公演プログラム、ビデオ、舞台写真、
   新聞記事等多くの資料が残されている。












































































































































































































































































































施設名 所在地 所蔵対象 自治体職員 指定管理者 非常勤職員 専門職
横手市増田まんが美術館 秋田県横手市 原画・コミック・まんが関連資料 ○ × ○ ×
石ノ森萬画館 宮城県石巻市 原画 × ○ ○ ×
境港市水木しげる記念館 鳥取県境港市 個人資料 ○ × ○ ×























●  まんがの参考資料・文献（資料、文献、写真、背景資料 など）





































































040GCAS Report  Vol.4 2015 学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻
アーカイブズの第一の利用者は職員である。アーカイブズは組織運営やその組
織を構成する人 に々有用な資源である。つまり地方自治体であれば、その自治体
や住民に利益が生まれ、活用されなければならない。
　地方自治体への利益還元という視点では、近現代文化資源の多く、特にまん
が資源が観光に活用されていることが挙げられる。実際に観光資源化が地元
文化の定着に一定の効果を挙げている事例として、「妖怪文化」を地元境港市
に定着させた水木しげるのまんが資源の活用がある［43］。鳥取県境港市が設立
した水木しげる記念館と、かつてシャッター通りであった「水木しげるロード」の観
光資源化は成功例としてよく取り上げられるが［44］、地元住民に親しまれ、近現
代文化資源として地元に定着することが、地元に文化資源を継承する上で重要
なメルクマールである。
　本稿では、これまで対象とされなかった近現代文化資源をアーカイブズの対
象とし、特に現代舞踊とまんがを取り上げ、それらの文化資源をアーカイブズとし
て地元に継承する意義について論じた。本稿で具体的に取り上げた秋田県三
種町と横手市は、文化資源の作成者、あるいは継承者と地元自治体の意思が
合致したことで実現したものであるが、このほかにも上記の鳥取県境港市の水木
しげる記念館や宮城県石巻市の石ノ森萬画館をはじめ、いくつかの自治体立
の施設においてまんが文化を保存・活用している事例がある。これらもまた、作者
と地元自治体の意思が合致し、地元商店街などの住民が協力してまんが文化
を地元文化として継承している事例と言える。
　今回は筆者の「地元」である秋田県で継承されている2つのアーカイブズに
焦点を当てたが、今後は上記の境港市や石巻市を含めた日本全体の課題とし
て、地元に継承されたケースと民間などの施設で保存されているケースの違い
を検討し、より明確に地元文化として地方自治体が継承する条件を提示する必
要がある。同時に、本稿は日本における近現代文化資源の編成と記述の事例
の一部を紹介したに過ぎない。今後は海外における近現代文化資源の編成・
記述を分析し、今回取り上げた資料を実際に編成・記述して、検証を加え、日本
における近現代文化アーカイブズの編成・記述モデルを提示する必要があると
考えている。
43─水木しげる記念館HP、http://
mizuki.sakaiminato.net/（2014年9月
30日閲覧）
44─岩谷洋史「フィールドワークの展
開─水木しげるロードを事例に」、註5
前掲書、71- 72頁
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